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研究成果の概要（和文）： 

地域住民の視点に立った地域環境保全を実現するために、地域住民とよそ者の協働プロセスを
実験環境で再現することが本研究の目的である。初年度は、被災地復興に対するよそ者のかか
わり方を明らかにする質問紙調査を行った。最終年度は、地域住民とよそ者の協働において、
よそ者が地域住民に共感することの重要性に着目し、共感の発生を促すための実験研究を 2件
行った。 
本研究では、よそ者による地域住民への共感発生までは実験環境で再現できたが、地域環境保
全における両者の協働までは再現できなかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to replicate the collaboration process of local residents 
and strangers to achieve local environment conservation emphasizing residents’ 
viewpoint. In the first year, questionnaire research was conducted to investigate how 
strangers relate to the 2011 earthquake disaster reconstruction process. In the last year, 
two experimental studies were conducted to promote strangers’ sympathy for local 
residents in collaboration of local residents and strangers. 
This study replicated the process of strangers’ sympathy for local residents but not 
the process of collaboration of them in local environment conservation. 
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１．研究開始当初の背景 
 地域環境保全において配慮すべきなのは、
地域環境と地域住民との文化的、歴史的なか
かわり方を含めて保全していくことである。
なぜなら、地球環境と違い、地域環境は人と
の関わりの中で存在しているという特徴を
持つため、地域環境保全のあり方には地域の
固有性が伴うからである。そこで、環境社会
学では地域環境保全において生活者の視点
に立つことの重要性が主張されてきたが、生

活者の言い分が常に正しいとは限らない。住
民だけでなく、行政、NPO などの多数の主体
がよそ者として、住民と協働しながら地域環
境保全を行うことが必須である。そこで、よ
そ者が住民に共感できるかどうかが、地域環
境保全における大きな論点となってくる。な
ぜなら、地域には地域の文化的、歴史的な事
情があるものであり、よそ者が地域住民と協
働する上で、そうした地域の事情を理解し、
住民に共感することが必須となるからであ
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２．研究の目的 
 本研究では、住民の意思が反映された地域
環境保全を実現するために、地域環境保全に
おいて住民とよそ者が協働していく動的プ
ロセスを実験的に再現し、把握することであ
る。 
 
３．研究の方法 
 共感発生を実験環境で再現する前に、まず、
共感発生の条件を、質問紙調査による静的な
局面で明らかにする。具体的には、仮想質問
を設定し、仮想状況上の人物に対する共感を
問う。心理学における共感の研究では、他者
と何らかの類似性を持つ者は、他者に共感し
やすい。そこで、質問紙では、回答者の属性、
経験も問う。ただし、静的な局面では、共感
発生を直接評価することは難しい。なぜなら、
共感の対象となる仮想状況上の人物が、実際
にどのような考え、態度を持つか、確認でき
ないためである。そこで、共感しているなら
確認できるであろう、関連する変数（利他的
態度、自他の区別、他者ニーズの的確な把握
など）に着目することで、間接的に共感発生
を評価する。 
 次に、共感発生を実験環境で再現する。実
験は 2件行う。１つは、「文脈不一致型 RPG」
と呼ばれる、木谷忍が地域住民に地域性への
気づきを促すために設計した実験環境を用
いる実験である。文脈不一致型 RPGにおいて、
よそ者は住民になりきって地域のあり方に
関する議論を行う。これにより、よそ者は住
民の価値観や意向を体験的に理解し、住民に
共感できると考えられる。共感の発生は、住
民の態度とよそ者の態度が類似したものに
なるかどうかで判断する。もう 1つは、よそ
者が地域住民にライフストーリー調査を行
う実験である。心理学や看護学において、語
りは他者理解を促すことが指摘されている。
地域住民のライフストーリーを聴いたよそ
者は、地域住民に共感できると考えられる。
これも、共感の発生は、住民の態度とよそ者
の態度が類似したものになるかどうかで判
断する。 
 
４．研究成果 
 質問紙により共感発生条件を明らかにす
る調査を、2011 年 6 月から 7月にかけて、東
日本大震災被災地復興に関心のある人（144
名）を対象に行った。これは、被災地復興に
おいて、よそ者である支援者と被災者の連帯
が不成立に終わる事例がみられるという問
題意識のもと、支援者が被災者に関わり、被
災地復興を有意義に行っていくための条件
を明らかにするために行った研究である。事
前調査として、神戸の学生ボランティアに面

接調査を行ったところ、被災地で被災者から
支援を断られた経験や、子どもから暴力をふ
るわれた経験を聞くことができ、支援者と被
災者の協働が必ずしもうまく働いていない
事例を確認することができた。本調査で用い
る質問紙では、被災者との類似性に関する質
問として、過去の苦悩体験（家族との死別な
ど）を問う質問を設定した。また、被災者と
の異質性に対する意識を問うため、「がんば
ろう日本」という、日本全体の一体感を促す
フレーズに対する拒否感に関する質問を、被
災者ニーズの把握を問うため、「被災者は今、
何を必要としていると思うか」という質問を
設定した。利他的態度を示す変数として、こ
れまでに行った支援行動、これから行う支援
行動についても質問をした。調査の結果、何
らかの苦悩体験がある者の方が積極的に支
援行動を取る傾向がみられた。また、苦悩体
系のある者は、「がんばろう日本」というフ
レーズに抵抗を感じる傾向が強かった。さら
に、「がんばろう日本」に抵抗を感じる者は、
被災者ニーズの把握内容と、実際の支援行動
の間に整合性のある傾向がみられた。以上よ
り、東日本大震災被災地復興におけるよそ者
は、何らかの苦悩体験を持つことで、被災者
に共感しやすくなることが明らかになった。
この結果は、よそ者である支援者が被災地復
興において被災者とのかかわり方を見直す
上での指針となりうる。 
 文脈不一致型 RPG による実験として、中国
河北省張家口蔚県の伝統工芸品である「剪
紙」をテーマに、地元の剪紙職人および高校
生参加による戦略的討論の場（高校生が剪紙
職人を演技する一種の RPG）を設定すること
で、高校生が剪紙という地域文化への理解を
深めていくプロセスを評価した。ここで、「住
民」に当たるのは職人であり、「よそ者」に
当たるのは高校生である。高校生は地域住民
でもあるが、まだ地域に根づくほど地域活動
に携わっていないし、卒業後は都市に出て働
きたいと考える者も多い。したがって、高校
生は「将来的に地域を担う存在になる可能性
があるが、まだ確定していない」という意味
で、よそ者であると見なせる。地域の伝統文
化を守っていく上で、将来世代となりうる学
生（よそ者）が、現在世代へ共感することで、
地域文化への理解を深めることは重要であ
る。実験は、2012 年 8 月下旬に行った。まず、
対象地の高校の１クラス（1 年生）に質問紙
調査を行い、地域文化に対する態度、剪紙に
対する態度（誇りの有無など）を確認した。
その上で、担任のアドバイスと、質問紙の結
果をもとに、演技者となる高校生 3 名を選出
した。選出の基準は、コミュニケーション能
力が高いこと、そして剪紙に対して偏った態
度を持っていないこと（平均的な態度を持っ
ていること）である。次に、高校生 3 名がそ



 

 

れぞれ別々の剪紙工場の工場長を対象に面
接調査し、工場長を演じるために必要な情報
を収集した。なお、工場長には研究者側で事
前調査を行っており、3名の工場長のうち、2
名は剪紙を手作りで製造することにこだわ
っていること、1 名はまだ若い工場長で、手
作りにはそれほどこだわっていないことが
明らかになっている。したがって、高校生が
工場長に共感していれば、剪紙に対する態度
が変容し、演じられる工場長の態度に近づく
と考えられる。RPG の結果、演技者が職人に
共感する傾向は見られなかったが、RPG の様
子を観察していた高校生（前述のクラスから
3名をのぞいた48名）には、工場長に共感し、
工場長が重視する剪紙の製法（手作りか、機
械か）への理解を深める傾向がみられた。 
 ライフストーリー調査による実験につい
ては、東北大学農学部で農業経済学を専攻す
る学生 7 名を対象に、山形県最上町の農業者
へライフストーリー調査を行う実習を実施
し、学生の感想文分析から、農業者に対する
共感発生を評価した。これは、将来的に農業
政策者となる可能性の高い農業経済学専攻
の学生に、農業者の視点から農業について考
える契機を与えることが、農業に対するもの
の見方に与える影響を確認することが目的
である。座学で農業について学ぶ学生は、農
業を一般論として学ぶが、現実の農業は非常
に多様性があり、一般論では把握しきれない。
そのような、一般論では把握しきれない豊か
な現実に気づくことで、農業について、杓子
定規でない、きめ細やかな配慮ができるよう
になると考えられる。実験は、2012 年 11 月
から 12 月にかけて行った。学生は、事前に
文献で最上町について学習した。この際用い
たのは、前年度、同様に最上町を訪れた学生
による報告書である。前年度（2011 年度）の
学生は、最上町をマイクロバスで周遊し、行
政職員の説明を聞きながら最上町の産業に
ついて学習した。前年度は、語りを聞くとい
う局面がないため、報告書の内容も、最上町
に関する情報が主に入ったもの（価値判断が
あまり含まれていないもの）である。2012 年
度の学生たちは３グループに分かれ、事前に
質問項目を各グループ 20 個程度用意し、実
習にのぞんだ。実習終了後、学生たちに感想
文を書かせた。2011 年度と 2012 年度の学生
の感想文を比較した。比較の手法は、内容分
析(content analysis)で、感想文の各センテ
ンスをコーディングし、感想文全体の中で占
める各分類センテンスの割合から、感想文の
傾向をみた。コーディングの際にとくに着目
したのは、最上町の農業を一般論的に捉えた
センテンスであるか、最上町の個別具体的な
側面に配慮したセンテンスであるかでる。最
上町の農業者に共感していれば、個別具体的
なセンテンスが多く書かれると考えられる。

感想文比較の結果、2012 年の学生の方が最上
町を個別具体的に捉えるセンテンスを多く
書く傾向がみられ、一般論的に捉えるセンテ
ンスはあまりみられなかった。次に、2012 年
度の学生のデータを個人別に分析した。まず、
ライフストーリー調査中の、学生の聞く態度
に着目して、あいづちを打つ頻度、その場で
新たに思いついた質問の数をカウントした。
その結果、実家が農村であるか、家族に農業
者がいる学生の方が、あいづち頻度が高いか、
質問の数が多い傾向がみられた。また、この
ように聞く態度が積極的な学生ほど、農業者
に共感して、最上町の農業を一般論に解消す
ることなく、個別具体的な側面に配慮して感
想文を書く傾向がみられた。感想文の年度間
比較から、ライフストーリー調査実習に参加
した学生の方が、農業者に共感した感想文を
書くことが明らかになり、また、2012 年度の
感想文の個人別分析から、ライフストーリー
調査実習の中でも、「語りを聞く」という局
面が、共感発生を促すことが特定できた。こ
の結果は、単に農業経済学を専攻する学生の
ための実習でライフストーリー調査実習が
重要であることを示すだけでなく、よそ者が
地域に関わる際に、地域住民の語りを聞くこ
とが有効であることを示している。 
 本研究の成果は、環境社会学で議論されて
きたよそ者論に、量的研究・実験研究の要素
を導入したものであると位置づけられる。地
域でよそ者を実際に活用しようとする場合、
よそ者と住民の協働を再現するための条件
が明らかでなくてはならないので、こうした
研究はこれからさらに必要になると思われ
る。なお、本研究では、よそ者による地域住
民への共感発生までは実験環境で再現でき
たが、地域環境保全における両者の協働まで
は再現できなかった。現在は、よそ者が地域
住民に共感することによって、地域環境保全
における両者の協働が有意義に行われるこ
とを評価するために、ライフストーリー調査
と KJ 法等の合意形成手法を組み合わせた地
域環境保全支援ツール開発に取り組んでい
る。 
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